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ハッピーランチ　春日部市立内牧小学校



表
紙
写
真
解
説

　

本
校
で
は
、
食
に
関
す
る
指
導（
文
部
科
学

省
）の
六
つ
の
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
食
育
の
三

つ
の
柱
を
立
て
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
と

の
連
携
を
深
め
た
食
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

三
つ
の
柱
と
は
、
柱
１（
魅
力
あ
る
学
校
給

食
） 

柱
２
（
多
様
な
交
流
給
食
） 

柱
３
（
食
に

関
す
る
指
導
の
実
施
）で
す
。

　

こ
の
写
真
は
、
食
育
の
柱
２
の
多
様
な
交

流
給
食
の
中
の
一
つ
「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
チ
」
の

様
子
で
す
。
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
チ
と
は
、
異
学

年
の
縦
割
り
の
交
流
給
食
で
す
。

　

同
じ
誕
生
月
の
児
童
と
先
生
が
、
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
に
集
ま
り
、
お
祝
い
の
食
事
を
い
た

だ
き
ま
す
。
毎
月
実
施
さ
れ
、
該
当
児
童
に

は
事
前
に
招
待
状
が
届
き
、
当
日
は
誕
生
日

祝
い
の
カ
ー
ド
が
も
ら
え
ま
す
。

　

お
祝
い
の
食
事
は
、
通
常
の
給
食
献
立
と

は
異
な
り
、「
晴
れ
」の
食
事
で
す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
の
献
立
は
、
お
赤
飯
・

発
酵
乳
・
赤
魚
の
塩
焼
き
・
藤
う
ど
ん（
春
日

部
市
の
名
物
品
）の
す
ま
し
汁
・
彩
り
お
ひ
た

し
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
で
す
。
一
年
に

一
度
の
献
立
を
、
児
童
は
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
各
委
員
会
の
児
童
が
活
躍
を

し
ま
す
。

　

給
食
委
員
会
は
、
司
会
進
行
と
献
立
説
明

と
席
へ
の
誘
導
、
音
楽
委
員
会
は
、
ハ
ッ
ピ
ー

バ
ー
ス
デ
ー
の
お
祝
い
の
演
奏
、
放
送
委
員

会
は
、
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
チ
の
お
知
ら
せ
と
該

当
児
童
の
名
前
の
発
表
を
し
ま
す
。

　

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
チ
は
、
本
校
の
特
色
あ
る

食
育
活
動
の
一
つ
で
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

も
期
待
し
て
い
る
取
り
組
み
で
す
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

　
　
春
日
部
市
立
内
牧
小
学
校

栄
養
教
諭
　
横
川
　
一
美

給食会報　（平成２７年₁月₁日発行第１６５号）（2）

生
徒
の
発
言
で
す
。
入
学
か
ら
間
も
な
く

し
て
給
食
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
の

三
日
間
、
生
徒
は
よ
く
食
べ
、
お
か
わ
り

も
し
、
ど
の
食
缶
も
か
ら
っ
ぽ
で
し
た
。

　

給
食
が
大
好
き
だ
っ
た
私
も
た
く
さ
ん

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
が
「
給

食
を
み
ん
な
が
残
さ
ず
食
べ
て
い
る
の
で
、

一
生
懸
命
作
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
給
食

室
の
皆
さ
ん
も
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
う
よ
。」
と
い
う
趣
旨
の
話
を
し
た
直
後

の
発
言
で
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
「
そ

う
し
よ
う
。」「
そ
う
だ
。」
と
い
う
声
が
教

室
中
に
広
ま
り
ま
し
た
。『
食
缶
か
ら
っ
ぽ

記
録
』
へ
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
瞬
間
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
残
さ
ず
食
べ
よ
う
と
い

う
話
を
続
け
る
つ
も
り
で
い
た
私
に
と
っ

て
予
想
外
の
展
開
で
し
た
。
翌
日
に
は
黒

板
の
脇
に
『
食
缶
か
ら
っ
ぽ
記
録
』
を
示

す
日
め
く
り
が
生
徒
の
手
で
準
備
さ
れ
ま

し
た
。
食
缶
は
一
年
間
か
ら
っ
ぽ
だ
っ
た

と
記
憶
4

4

し
て
い
ま
す
。

　

給
食
室
の
皆
様
か
ら
「
先
生
の
ク
ラ
ス

は
よ
く
食
べ
て
く
れ
る
の
で
本
当
に
う
れ

し
い
。」
と
い
う
お
話
を
度
々
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
都
度
生
徒
に
も
伝
え
ま
し
た
。

実
は
後
に
な
っ
て
、
あ
る
保
護
者
の
方
か

ら
「
娘
は
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
な
ど
が
出
る
と

我
慢
し
て
食
べ
て
い
た
よ
う
で
す
。」
と
お

聞
き
し
、
配
慮
が
足
り
ず
申
し
訳
な
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
が
、「
で
も
好
き
嫌
い
が

か
な
り
減
り
ま
し
た
。」
と
い
う
こ
と
ば
も

い
た
だ
き
、
少
し
ほ
っ
と
し
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ク
ラ
ス
は
実
に
元
気
な
ク
ラ
ス
で

し
た
。
給
食
と
『
食
缶
か
ら
っ
ぽ
記
録
』

へ
の
挑
戦
が
元
気
の
源
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
つ
は
「
校
長
先
生
か
ら
は
給
食

費
を
二
倍
も
ら
い
ま
す
よ
。」
と
い
う
あ
る

職
員
の
方
か
ら
の
こ
と
ば
で
す
。
校
長
在

職
中
も
給
食
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し

た
。
給
食
の
時
間
は
副
担
任
の
先
生
方
と

一
緒
で
し
た
が
、
私
が
一
番
多
く
い
た
だ

い
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。食
缶
に
残
っ

た
ま
ま
も
ど
す
の
は
ど
う
も
…
…
と
い
う

思
い
も
あ
り
、
時
に
は
残
る
こ
と
が
な
い

よ
う
配
膳
を
一
緒
に
し
ま
し
た
が
、
今
か

ら
思
え
ば
、
先
生
方
に
は
迷
惑
だ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
様
子
を
知
っ
て

い
る
職
員
の
方
か
ら
の
、
に
こ
に
こ
笑
い

な
が
ら
の
こ
と
ば
で
し
た
。

　

給
食
の
時
間
に
各
教
室
を
回
り
ま
す
と
、

担
任
の
先
生
が
明
る
く
元
気
に
お
か
わ
り

を
す
る
と
い
う
雰
囲
気
の
ク
ラ
ス
は
、
生

徒
が
そ
の
先
生
以
上
に
明
る
く
元
気
な
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。「
食
育
」
の
重
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
給
食
と
給
食
指

導
に
は
、
栄
養
面
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

学
級
経
営
全
体
の
面
か
ら
も
大
切
な
何
か

が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

給
食
と
給
食
指
導
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
明
る
く
元
気
に
、
そ

し
て
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

思
い
出
と
願
い

埼
玉
大
学
教
育
学
部

教
授  

大
澤
　
利
彦
　

　

現
在
の
私
の
昼
食
内
容
を
考
え
ま
す
と

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
上
か
ら
も
メ
ニ
ュ
ー

の
豊
富
さ
か
ら
も
、
私
に
と
っ
て
給
食
以

上
に
あ
り
が
た
い
昼
食
は
な
か
っ
た
と
な

つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ

れ
は
、
公
立
中
学
校
に
教
諭
・
校
長
と
し

て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
に
、
毎
日

お
い
し
い
給
食
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
か

ら
だ
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
す
。

　

今
回
、「
給
食
に
つ
い
て
」
と
伺
っ
て
、

す
ぐ
に
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
中
学
校
在

職
中
に
い
た
だ
い
た
二
つ
の
こ
と
ば
（
発

言
）
で
し
た
。（
以
下
、
記
憶
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
が
、
も
し
違
っ
て
い
た
場
合
は
ご

容
赦
く
だ
さ
い
。）

　

一
つ
は
「『
食
缶
か
ら
っ
ぽ
記
録
』
を
つ

く
ろ
う
」
で
す
。
こ
の
こ
と
ば
は
、
一
年

生
を
担
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
の
あ
る



学
校
給
食
調
理
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

　

本
年
度
で
、三
十
七
回
目
を
迎
え
る「
学

校
給
食
調
理
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
は
、
課
題

献
立
二
十
一
点
、
自
由
献
立
十
四
点
、
合

計
三
十
五
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

課
題
献
立
部
門
は
昨
年
に
引
き
続
き
、

「
①
県
内
の
地
場
産
農
畜
産
物
を
取
り
入

れ
た
献
立
、
②
ご
は
ん
を
中
心
と
し
た
主

食
、
主
菜
、
副
菜
の
献
立
」
と
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
季
節
行
事
を
「
食
」
を
通
し
て

知
ら
せ
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
冬
至
に

ち
な
ん
だ
食
べ
物
や
先
人
の
智
恵
を
盛
り

込
ん
だ
献
立
、
地
場
産
品
を
多
く
利
用
し

郷
土
の
理
解
に
繋
が
る
よ
う
な
献
立
。

　

ま
た
、
自
由
献
立
部
門
で
は
、
特
産
の

梨
を
使
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
【
な
し
カ

レ
ー
】
で
食
文
化
や
感
謝
の
心
を
育
む
献

立
。
給
食
で
出
た
残
さ
を
焼
却
せ
ず
専
門

の
業
者
に
委
託
し
て
、
再
利
用
し
た
エ
コ

フ
ィ
ー
ド
で
育
っ
た
豚
肉
を
使
っ
た
【
エ

コ
豚
の
ご
ぼ
う
揚
げ
オ
ー
ロ
ラ
ソ
ー
ス
】

な
ど
食
べ
物
の
大
切
さ
を
伝
え
る
献
立
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
七
月
九
日
の
第
一
次
審
査
会

（
書
類
審
査
）
を
経
て
、
七
月
二
十
五
日
、

学
校
給
食
会
の
調
理
実
習
室
で
第
二
次
審

査
会
（
調
理
実
技
審
査
）
が
行
わ
れ
、
各

賞
は
各
審
査
員
の
採
点
の
合
計
で
決
ま
り

ま
す
が
、
各
審
査
員
か
ら
は
出
品
さ
れ
た

い
ず
れ
の
作
品
も
素
晴
ら
し
い
内
容
で
、

甲
乙
付
け
が

た
い
と
の
好

評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

給

食

会

行

事

●
本
県
で
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
栄
養

教
諭
が
採
用
さ
れ
、
現
在
ま
で
に
二
百
五

名
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。（
表
Ⅰ
）
栄

養
教
諭
が
配
置
さ
れ
て
以
来
、
各
勤
務
場

所
に
お
い
て
「
食
に
関
す
る
指
導
」
が
充

実
し
、
日
々
の
指
導
を
と
お
し
て
、
児
童

生
徒
の
朝
食
欠
食
率
の
減
少
等
に
効
果
を

発
揮
し
て
い
ま
す
。

●
本
県
で
は
、
毎
年
各
校
の
食
育
・
学
校

給
食
等
の
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
表

Ⅱ
は
そ
の
取
組
の
結
果
を
示
し
て
い
ま
す
。

食
育
の
推
進

県
保
健
体
育
課
か
ら

年度 19年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度
埼玉県全体 1.5％ 1.3％ 1.1％ 1.0％ 1.0％ 1.1％
栄養教諭配置校（小） 0.4％ 0.6％ 0.6％ 0.5％ 0.4％ 0.5％
埼玉県全体 3.9％ 3.2％ 2.9％ 2.6％ 2.6％ 2.7％
栄養教諭配置校（中） 0.3％ 2.5％ 2.4％ 1.7％ 1.8％ 2.0％

【表Ⅱ　栄養教諭配置校における朝食欠食率：平成１９年度より調査開始】

（課　題　献　立　部　門）
賞 チーム名

埼玉県教育委員会教育長賞 越谷市立第三学校給食センターチーム
埼玉県学校給食会理事長賞 日高市学校給食センターチーム
埼玉県米消費拡大推進連絡協議会会長賞 幸手市栄養士部会チーム
埼玉県学校給食センター研究協議会会長賞 北本市立北小学校チーム

協賛団体賞
さいたま市立さくら草特別支援学校チーム
埼玉県立毛呂山特別支援学校チーム

（自　由　献　立　部　門）
賞 チーム名

埼玉県教育委員会教育長賞 春日部市学校栄養士研究会Ｂチーム
埼玉県学校食育研究会会長賞 所沢市立清進小学校チーム
埼玉県学校栄養士研究会会長賞 宮代町教育委員会チーム
埼玉県学校給食牛乳協議会会長賞 春日部市学校栄養士研究会Ｃチーム

協賛団体賞
久喜市教育委員会久喜地区栄養士チーム
埼玉県立日高特別支援学校チーム

＊表彰は、11月25日（火）彩の国学校給食研究大会において行われました。

平成２６年度学校給食調理コンクール受賞チーム一覧表
平成26年７月25日

小学校 中学校 特別支援学校 合　計
単独校調理場 １００（₃） 　 ２２　　 ₄ １２６（₃）
共 同 調 理 場 　４５（₂） 　３２（₂） ₀   ７７（₄）
そ の 他 　　２　　

合　計 １４５（₅） ５４（₂） ₄ ２０５（₇）

【表Ⅰ　平成２６年₄月１日現在】 ※さいたま市含む

※（　）内の数字は、平成２６年度新規採用栄養教諭の人数です。
※その他は、行政機関の指導主事です。

取 組 内 容 小学校 中学校 高等学校（定） 特別支援学校

行事給食
はい 534校 75.3％ 239校 65.8％  23校 82.1％  32校 80.0％
いいえ 175校 24.7％ 124校 34.2％   4校 14.3％ 　2校  5.0％

交流給食
はい 572校 80.7％  43校 11.8％   1校  3.6％  16校 40.0％
いいえ 137校 19.3％ 320校 88.2％  26校 92.9％  18校 45.0％

バイキング給食
はい 479校 67.6％ 163校 44.9％  10校 35.7％  24校 60.0％
いいえ 230校 32.4％ 200校 55.1％  17校 60.7％  10校 25.0％

農業体験
はい 564校 79.5％ 125校 34.4％   1校  3.6％  16校 40.0％
いいえ 145校 20.5％ 238校 65.6％  26校 92.9％  18校 45.0％

【表Ⅲ　各校の食育・学校給食に関する取組：平成２５年度の実績】

※調査対象校：小学校　709校　中学校　363校　高校（定）　27校　特支　34校

（3） 給食会報　（平成２７年₁月₁日発行第１６５号）



 
学
校
給
食
実
施
状
況
調
査

＝
県
保
健
体
育
課
か
ら
＝

　

平
成
二
十
六
年
五
月
一
日
現
在
に
お
け
る
、

本
県
の
学
校
給
食
の
実
施
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

１．完全給食実施状況

２．米飯給食実施状況（公立学校）

３．調理方式別完全給食実施状況（公立小・中学校）

（１）公立小・中学校

（２）県立夜間定時制高等学校・県立特別支援学校

区　　　分 学 校 数 児童・生徒数 実 施 率
小　　学　　校 ８１１校 ３７５，９４３人 100%
中　　学　　校 ４２０校 １８６，２１１人 99.5%
合　　　　　計 １，２３１校 ５６２，１５４人 99.9%

区分（給食回数） 学 校 数 比　率 児童・生徒数 比　率
週　　１　　回 ０校 ０% ０人 ０%
週　　₂　　回 ５８校 ４．７% ２７，４４６人 ４．９%
週　　２．５　　 回 ４０校 ３．２% １５，７７３人 ２．８%
週　　₃　　回 ６６７校 ５４．１% ２８７，１８３人 ５１．２%
週　 　３．５　　 回 ３３２校 ２６．９% １６９，１３０人 ３０．１%
週　　₄　　回 １３０校 １０．５% ５７，７７５人 １０．３%
週　 　４．５　　 回 ７校 ０．６% ３，７９６人 ０．７%
週 ₅ 回 以 上 ０校 ０% ０人 ０%
そ 　 の 　 他 ０校 ０% ０人 ０%
合　　　　　計 １，２３４校 １００% ５６１，１０３人 １００%

小学校（比率） 中学校（比率） 合　計（比率）

単独校調理 学  校  数 374校 (46.1%) 138校 (33.0%) 512校 (41.6%)
児童・生徒数 199,179人 (53.0%) 68,586人 (37.0%) 267,765人 (47.8%)

共 同 調 理 学  校  数 410校 (50.6%) 263校 (62.9%) 673校 (54.8%)
児童 ・生徒数 165,223人 (44.0%) 109,202人 (59.0%) 274,425人 (48.9%)

そ の 他 学  校  数 27校　 (3.3%) 17校　 (4.1%) 44校　 (3.6%)
児童 ・生徒数 11,086人　 (3.0%) 7,416人　 (4.0%) 18,502人　 (3.3%)

合 計 学  校  数 811校　 (100%) 418校　 (100%) 1,229校　 (100%)
児童 ・生徒数 375,488人　 (100%) 185,204人　 (100%) 560,692人　 (100%)

区　　　分 学 校 数 児童・生徒数 実 施 率
夜間定時制高等学校 ２４校 ２，１９４人 100%
特 別 支 援 学 校 ３６校 ６，１１４人 100%
合　　　　　計 ６０校 ８，３０８人 100%

※小学校数は、休校₃校を除く。中学校数は、伊奈学園中学校と休校１校を除く。
※実施率は、完全給食を実施している学校の割合とする。

※平均実施回数　週３．２回（児童・生徒数の加重平均）

※夜間定時制高等学校の生徒数は、給食受給を申し出ている人数です。

　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
日
（
木
）

に
、
山
口
県
山
口
市
で
行
わ
れ
た
、「
第

六
十
五
回
全
国
学
校
給
食
研
究
協
議
大

会
」
に
て
、
春
日
部
市
立
武
里
西
小
学
校

が
、
全
国
学
校
給
食
表
彰
「
文
部
科
学
大

臣
」
表
彰
と
い
う
名
誉
あ
る
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
春
日
部
市
立
武
里

西
小
学
校
は
、単
独
校
調
理
場
を
保
有
し
、

学
校
給
食
を
生
か
し
た
食
育
の
取
組
が
盛

ん
で
す
。
昨
年
度
は
、
文
部
科
学
省
委
託

事
業
に
よ
る
「
栄
養
教
諭
を
中
核
と
し
た

食
育
推
進
事
業
」
の
中
心
校
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ

ま
で
の
学
校
と
し
て
の
実
践
が
評
価
さ

れ
、
こ
の
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
学
校
給
食
表
彰

「
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」
受
賞

�

（
春
日
部
市
立
武
里
西
小
学
校
）

給食会報　（平成２７年₁月₁日発行第１６５号）（4）



平成２６年₈月調査

地　

区
市町村

改定時期 改定額
小学校 中学校

年 月 改定前
の額

改定後
の額

改定前
の額

改定後
の額

1 さいたま市 26 4 4,000 4,100 4,700 4,800

南
部
地
区

2 川口市 26 4 3,800 3,895 4,450 4,565

3 鴻巣市 0 0 4,100 4,100 4,600 4,600

4 上尾市 26 4 3,900 4,300 4,500 5,200

5 草加市 0 0 4,000 4,000 4,800 4,800

6 蕨市 26 4 3,675 3,780 4,410 4,536

7 戸田市 0 0 3,700 3,700 4,300 4,300

8 朝霞市 0 0 3,800 3,800 4,300 4,300

9 志木市 26 4 3,800 4,100 4,400 4,700

10 和光市 26 4 3,800 4,000 4,400 4,600

11 新座市 0 0 4,000 4,000 4,700 4,700

12 桶川市 0 0 4,000 4,000 4,550 4,550

13 北本市 0 0 3,900 3,900 4,500 4,500

14 伊奈町 0 0 3,600 3,600 4,300 4,300

西
部
地
区

15 川越市 0 0 4,000 4,000 4,900 4,900

16 所沢市 26 4 4,100 4,210 4,800 4,930

17 飯能市 0 0 3,831 4,015 4,781 4,894

18 東松山市 0 0 3,700 3,700 4,400 4,400

19 狭山市 0 0 3,800 3,800 4,500 4,500

20 入間市 0 0 4,200 4,200 4,900 4,900

21 富士見市 26 4 4,000 4,100 4,700 4,800

22 坂戸市 27 4 3,800 3,800 4,800 4,800

23 鶴ヶ島市 26 4 4,000 4,150 4,650 4,800

24 日高市 0 0 3,800 3,800 4,700 4,700

25 ふじみ野市 26 4 3,850 4,000 4,500 4,700

26 三芳町 0 0 4,000 4,000 4,700 4,700

27 毛呂山町 26 4 3,950 4,060 4,750 4,880

28 越生町 0 0 4,145 4,145 4,909 4,909

29 滑川町 0 0 3,800 3,800 4,400 4,400

30 嵐山町 0 0 3,800 3,800 4,500 4,500

31 小川町 0 0 3,800 3,800 4,500 4,500

32 川島町 0 0 4,000 4,000 4,900 4,900

33 吉見町 26 4 3,900 4,000 4,800 4,900

34 鳩山町 26 4 3,800 3,910 4,600 4,730

35 ときがわ町 26 9 3,800 3,900 4,500 4,600

36 東秩父村 26 4 3,700 3,800 4,400 4,500

地　

区
市町村

改定時期 改定額
小学校 中学校

年 月 改定前
の額

改定後
の額

改定前
の額

改定後
の額

北
部
地
区

37

熊谷市

26 4

 

　旧熊谷市 3,550 3,800 4,400 4,600

　旧江南町 3,500 3,800 4,600 4,600

　旧大里町 4,000 4,000 4,800 4,800

　旧妻沼町 3,500 3,600 4,000 4,150

38 秩父市 0 0 3,818 3,818 4,582 4,582

39 本庄市

26 4

    

　旧本庄地域 3,800 3,900 4,700 4,830

　旧児玉地域 4,000 4,100 4,700 4,830

40 深谷市 0 0 3,800 3,800 4,500 4,500

41 横瀬町 0 0 3,818 3,818 4,473 4,473

42 皆野町 0 0 3,600 3,600 4,200 4,200

43 長瀞町 26 4 3,600 4,100 4,300 4,800

44 小鹿野町 0 0 4,036 4,036 4,800 4,800

45 美里町 26 4 3,800 4,000 4,500 4,700

46 神川町 26 4 3,600 3,870 4,300 4,620

47 上里町 26 4 3,800 3,900 4,700 4,830

48 寄居町 26 4 3,700 4,000 4,600 5,000

東
部
地
区

49 行田市 0 0 3,650 3,650 4,400 4,400

50

加須市

25　騎西地域 4 3,650 3,800 4,250 4,400

　大利根地域 9 3,600 3,800 4,300 4,400

51 春日部 0 0 4,175 4,175 4,719 4,719

52 羽生市 0 0 4,100 4,100 4,900 4,900

53 越谷市 0 0 3,600 3,600 4,350 4,350

54 久喜市 0 0 3,880 3,880 4,600 4,600

55 八潮市 26 4 3,700 3,800 4,350 4,470

56 三郷市 0 0 3,650 3,650 4,400 4,400

57 蓮田市 26 4 3,800 3,910 4,400 4,530

58 幸手市 26 4 4,000 4,300 4,600 4,900

59 吉川市 0 0 3,700 3,700 4,400 4,400

60 宮代町 0 0 4,100 4,100 4,800 4,800

61 白岡市 0 0 3,900 3,900 4,500 4,500

62 杉戸町 0 0 4,000 4,000 4,700 4,700

63 松伏町 0 0 3,800 3,800 4,300 4,300

合　計 平均 3,839 3,920 4,553 4,638

平成２６年度市町村学校給食費（保護者負担額のみ）

（5） 給食会報　（平成２７年₁月₁日発行第１６５号）



　

本
校
は
、
明
治
六
年
に
開
校
し
、
今
年

で
創
立
百
四
十
周
年
を
迎
え
る
伝
統
あ
る

学
校
で
す
。

　

児
童
の
祖
父
母
に
は
、
本
校
の
卒
業
生

が
多
く
、
地
域
の
温
か
い
目
に
見
守
ら
れ

な
が
ら
、
生
活
し
て
い
ま
す
。
教
育
活
動

に
対
し
て
も
協
力
的
で
す
。
そ
ん
な
本
校

で
は
、
家
庭
・
地
域
社
会
と
の
連
携
を
大

切
に
し
た
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
保
護
者
向
け
の
給
食
試
食

会
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
普
段
食
べ
て
い

る
給
食
を
口
に
す
る
機
会
は
な
か
な
か
な

く
、「
お
い
し
い
ね
。」「
け
っ
こ
う
ボ

リ
ュ
ー
ム
あ
る
ね
。」
と
、
会
話
を
交
わ

し
な
が
ら
楽
し
ん
で
食
べ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
地
域
の
方

と
の
地
区
懇
談
会
で
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
に
協
力

を
仰
ぎ
、
栄
養
教
諭
の
方

に
よ
る
学
校
給
食
に
つ
い

て
の
講
話
や
、
実
際
に
給

食
の
試
食
を
通
し
て
、
学

校
給
食
へ
の
理
解
を
深
め

る
場
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
校
に
は
学
校

農
園
が
あ
り
ま
す
。
生
活

科
や
総
合
的
な
学
習
の
時

間
に
、
一
人
一
人
が
好
き

な
野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
。ミ
ニ
ト
マ
ト
、

き
ゅ
う
り
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
な
す
、
オ

ク
ラ
…
。
一
生
懸
命
水
を
や
り
、
草
を
抜

き
ま
す
。
暑
い
日
に
は
、
野
菜
も
喉
が
渇

い
て
い
な
い
か
心
配
そ
う
に
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
て
愛
情
を
込
め
て
育
て
た
野

菜
を
収
穫
す
る
と
き
の
児
童
の
目
の
輝
き

は
、
言
い
表
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

「
お
う
ち
で
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。」

「
家
族
み
ん
な
が
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。」

思
い
思
い
に
報
告
を
し
て
く
れ
ま
す
。
中

に
は
枯
ら
し
て
し
ま
う
児
童
も
い
ま
す
。

　

そ
の
経
験
で
、
食
べ
物
を
育
て
る
難
し

さ
を
知
り
、
来
年
は
絶
対
に
収
穫
す
る
と

の
熱
い
思
い
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
手
で
作
物
を

育
て
る
こ
と
で
、
そ
の
難
し
さ
や
命
を
い

た
だ
く
喜
び
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

教
室
の
中
で
は
学
習
で
き
な
い
大
切
な

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
本

校
の
特
色
を
生
か
し
、
家
庭
・
地
域
社
会

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
食
の
教
育
の

充
実
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
の
し
い
給
食

東松山市立桜山小学校１年　鈴
すず

木
き

　舞
ま

桜
お

東
松
山
市
立
桜
山
小
学
校
１
年　

吉よ
し

田だ　

瑞み
ず

萌も

東松山市立高坂小学校４年　星
ほし

﨑
ざき

　幹
かん

太
た

「
心
を
つ
な
ぐ
食
育
の
取
組
み
」

　
　

羽
生
市
立
井
泉
小
学
校

給
食
主
任　

小
林　

亜
実

東松山市立高坂小学校４年　井
い

草
ぐさ

　日
ひ

和
より

給食会報　（平成２７年₁月₁日発行第１６５号）（6）

給
食
主
任
の
眼



　

株
式
会
社
武
州
養
蜂
園
は
、
県
北
部
の

熊
谷
市
で
養
蜂
を
通
じ
て
は
ち
み
つ
や

ジ
ャ
ム
や
飲
料
等
の
は
ち
み
つ
加
工
食

品
、
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
や
プ
ロ
ポ
リ
ス
等

の
健
康
食
品
を
製
造
販
売
し
て
い
る
企
業

で
す
。

　

昭
和
四
十
二
年
に
創
業
し
、
今
で
は
店

舗
販
売
や
通
信
販
売
で
全
国
約
七
万
人
の

会
員
様
へ
は
ち
み
つ
製
品
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
創
業
以
来
全
国
の
学
校
給
食
で

個
食
の
は
ち
み
つ
や
は
ち
み
つ
ジ
ャ
ム
等

を
長
年
ご
愛
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

は
ち
み
つ
は
昔
か
ら
健
康
に
良
い
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
砂
糖
等
の
シ
ョ
糖
と

違
い
働
き
バ
チ
が
糖
類
を
ブ
ド
ウ
糖
と
果

糖
の
単
糖
類
に
分
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、

体
に
入
る
と
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
吸
収
さ
れ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
天
然
栄
養
源
で

す
。
さ
ら
に
は
ち
み
つ
に
混
ざ
る
花
粉
に

は
多
く
の
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
含
ま

れ
て
お
り
、
砂
糖
と
同
等
の
甘
さ
が
あ
る

の
に
カ
ロ
リ
ー
は
少
な
く
、
育
ち
盛
り
の

お
子
様
に
は
最
適
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　

は
ち
み
つ
の
結
晶
に
つ
い
て
聞
か
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
花
の
種
類
に
よ
っ

て
ブ
ド
ウ
糖
と
果
糖
の
比
率
が
微
妙
に
違

い
、
ブ
ド
ウ
糖
の
比
率
が
高
い
は
ち
み
つ

ほ
ど
結
晶
し
や
す
く
、
五
十
～
六
十
度
で

ゆ
っ
く
り
湯
煎
す
れ
ば
元
に
戻
り
ま
す
。

結
晶
し
て
も
品
質
は
変
化
し
ま
せ
ん
。
は

ち
み
つ
は
短
期
間
で
品
質
が
変
化
す
る
食

品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
は
ち
み
つ
は
国
産
が
良
い
と
言

わ
れ
る
方
が
お
り
ま
す
が
、
花
が
同
じ
で

あ
れ
ば
国
産
と
外
国
産
の
間
に
鮮
度
や
風

味
の
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
品
質
管
理
や
安

全
面
も
同
じ
で
す
。
諸
外
国
に
比
べ
自
然

の
少
な
い
日
本
国
内
で
は
は
ち
み
つ
の
自

給
率
は
わ
ず
か
五
％
程
度
。
九
〇
％
以
上

が
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

　

当
社
に
お
い
て
も
国
内
で
採
れ
る
わ
ず

か
な
は
ち
み
つ
以
外
は
中
国
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
等
の
海
外

養
蜂
場
で
採
蜜
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
な
は
ち
み
つ
を
お
客
様
に
ご
提
供

す
る
た
め
に
、
社
内
の
安
全
検
査
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
第
三
者
機
関
で
随
時
検
査
を

行
い
、
良
質
な
は
ち
み
つ
を
地
元
の
熊
谷

工
場
で
充
填
、
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

創
業
以
来
武
州
養
蜂
園
は
品
質
重
視
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
当
社
は
お
客
様
の
安
心
と

笑
顔
を
追
求
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
学

校
給
食
で
ご
愛
用
く
だ
さ
る
子
供
た
ち
の

た
め
に
も
、
安
全
・
安
心
で
栄
養
価
の
高

い
は
ち
み
つ
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

「
は
ち
み
つ
で
笑
顔
を
」

　
　

株
式
会
社
武
州
養
蜂
園

�
代
表
取
締
役　

栗
原　

正
典

「
麻
婆
大
根
」

　
　

和
光
市
立
新
倉
小
学
校

栄
養
士　

舩
山　

久
美
子

　

和
光
市
で
は
、「
地
場
産
野
菜
を
学
校
給

食
に
」
の
声
の
も
と
、
直
売
組
合
の
協
力

に
よ
り
、
平
成
二
年
か
ら
給
食
で
の
地
場

産
野
菜
の
使
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
当

初
は
人
参
・
じ
ゃ
が
い
も
・
玉
ね
ぎ
の
み

で
し
た
が
現
在
で
は
年
間
二
十
一
種
類
も

の
農
産
物
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
安
全
で

新
鮮
、
ま
た
安
定
し
た
価
格
の
地
場
産
野

菜
は
給
食
の
大
き
な
味
方
で
す
。

　

市
内
の
小
中
学
校
は
統
一
献
立
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
旬
の
お
い
し
い
野
菜
を
児

童
生
徒
が
平
等
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
地
場
産
野
菜
を
ど
ん
な
料
理
で
食
べ

て
も
ら
う
か
は
栄
養
士
の
腕
の
見
せ
所
で

す
。
大
根
を
味
噌
汁
に
入
れ
る
だ
け
で
は

何
か
面
白
み
に
欠
け
ま
す
。
そ
こ
で
考
え

出
さ
れ
た
の
が「
麻
婆
大
根
」で
す
。

　

麻
婆
と
い
え
ば
豆
腐
で
す
が
、
そ
の
代

わ
り
に
大
根
を
湯
が
い
て
入
れ
ま
す
。
豆

腐
と
大
根
で
は
ま
る
で
食
感
が
違
い
ま
す

が
、
少
し
辛
め
の
肉
味
噌
と
大
根
が
み
ご

と
に
マ
ッ
チ
し
て
、
給
食
で
も
人
気
の
メ

ニ
ュ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
生
産
者
の
方
に
感
謝
し
、

地
場
産
野
菜
を
生
か
し
た
給
食
作
り
に
励

ん
で
い
き
ま
す
。

◦発芽玄米ご飯
◦ワンタンスープ
◦麻婆大根　◦牛乳

①�大根を厚いいちょう切りにして、下ゆでする。
②�人参・戻した椎茸は粗いみじん、長ねぎ・しょうが・
にんにくはみじん切り、にらは、２㎝の長さに切る。
③�酒・砂糖・しょうゆ・テンメンジャン・赤みそをあわ
せておく。
④�フライパンを熱し、油をひき、トウバンジャン・しょうが・
にんにく・長ねぎを香りが出るまで炒める。
⑤�ぶた肉を加え、色が変わったら人参・椎茸を入れて
炒め、③の調味料・水を加えて煮る。
⑥�⑤が煮立ったら、下ゆでした①の大根を加えて煮る。
⑦�味が調ったら、にらを加え、水溶きでんぷんを入れ
る。
⑧ごま油を回し入れて出来上がり。

大根	 80g
豚肉（挽）	 30g
人参	 10g
干し椎茸	0.8g
長ねぎ	 10g
生姜	 0.4g
にんにく	0.4g
米油	 1.2g
トウバンジャン	0.2g

酒	 1.2g
三温糖	 2g
しょうゆ	 3g
テンメンジャン	4.5g
赤みそ	 2.5g
水	 20g
にら	 8g
でんぷん	1.5g
ごま油	 0.7g

献立例作り方

材料
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粥
に
し
て
提
供
し
ま
す
が
、
出
来
上
が
り

の
状
態
か
ら
、
白
飯
と
お
粥
を
混
ぜ
合
わ

せ
た
り
、
お
粥
を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
た
り

と
、
個
別
の
対
応
を
必
要
と
し
ま
す
。
麺

粥
に
つ
い
て
も
、
当
日
の
麺
の
種
類
に
よ

り
茹
で
時
間
が
変
わ
っ
た
り
、
味
付
け
が

変
わ
っ
た
り
し
ま
す
。

　

主
菜
は
、
肉
な
の
か
魚
な
の
か
、
炒
め

物
な
の
か
揚
げ
物
な
の
か
な
ど
、
食
材
や

調
理
法
に
合
わ
せ
て
対
応
し
ま
す
。

　

本
校
で
の
形
態
食
調
理
は
、
普
通
食
を

フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
に
か
け
て
作
る

「
再
調
理
」
と
い
う
方
法
が
主
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
よ
り
食
べ
や
す
さ
を
追
求
し

た
「
別
調
理
」
を
導
入
し
て
い
く
こ
と
で
、

よ
り
充
実
し
た
食
形
態
と
な
っ
て
い
く
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
形
態
食
調
理
に
お
い
て
重
要
な

こ
と
は
、
教
員
と
の
連
絡
・
確
認
や
調
理

員
と
の
打
合
等
、
連
携
を
高
め
る
こ
と
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

児
童
生
徒
が
食
べ
や
す
く
、お
い
し
く
、

楽
し
み
な
給
食
で
あ
る
た
め
に
、
こ
れ
か

ら
も
研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
校
は
知
的
障
害
教
育
部
門
と
肢
体
不

自
由
教
育
部
門
併
置
の
特
別
支
援
学
校
で

す
。

　

在
籍
児
童
生
徒
の
割
合
は
、
知
的
部
門

が
九
割
程
度
、肢
体
部
門
が
一
割
程
度
で
、

給
食
で
提
供
し
て
い
る
食
形
態
は
、
大
部

分
が
普
通
食
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
知
的
部
門
に
在
籍
す
る
児
童
生

徒
に
お
い
て
も
、
咀
嚼
の
弱
い
子
、
嚥
下

が
苦
手
な
子
が
い
る
た
め
、
調
理
ば
さ
み

を
使
用
し
て
細
か
く
刻
ん
だ
り
、
給
食
室

か
ら
片
栗
粉
で
作
っ
た
と
ろ
み
を
提
供
し

た
り
と
、
個
別
の
対
応
を
必
要
と
す
る
子

が
多
数
い
ま
す
。

　

肢
体
部
門
に
お
い
て
は
、「
普
通
食
」「
き

ざ
み
食
（
大
）」「
き
ざ
み
食
（
小
）」「
ペ
ー

ス
ト
食
」の
四
形
態
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

主
食
は
、
米
・
パ
ン
・
麺
を
そ
れ
ぞ
れ

■
原
産
地
と
日
本
へ
の
渡
来

　

だ
い
こ
ん
の
原
産
地
は
地
中
海
沿
岸
か

ら
中
央
ア
ジ
ア
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
へ
は
奈
良
時
代
に
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た

と
さ
れ
、「
古
事
記
」に
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　

春
の
七
草
の
ひ
と
つ
‚
す
ず
し
ろ
‘
と

も
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
埼
玉
県
の
だ
い
こ
ん
生
産

　

埼
玉
県
の
平
成
二
十
四
年
の
だ
い
こ
ん

の
産
出
額
は
二
十
一
億
円
で
全
国
第
十
一

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
所
沢
市
、
川
越
市

と
い
っ
た
入
間
地
域
、
深
谷
市
を
は
じ
め

と
す
る
大
里
地
域
を
中
心
に
生
産
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
野
菜
と
し
て
の
特
徴

　

だ
い
こ
ん
は
、
九
〇
％
以
上
が
水
分
で

す
が
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
葉
酸
、
カ
リ
ウ
ム
、

食
物
繊
維
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
煮

物
、
お
で
ん
等
で
食
べ
る
こ
と
が
多
い
の

で
食
物
繊
維
を
多
く
と
る
の
に
適
し
た
野

菜
で
す
。

　

ま
た
、
整
腸
作
用
や
消
化
促
進
に
効
果

が
あ
る
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

■
だ
い
こ
ん
の
種
類
と
食
べ
方

　

だ
い
こ
ん
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ

り
ま
す
が
、
現
在
で
は
青
首
だ
い
こ
ん
と

呼
ば
れ
る
首
の
青
い
だ
い
こ
ん
が
青
果
用

と
し
て
広
く
流
通
し
て
い
ま
す
。
だ
い
こ

ん
は
用
途
が
広
く
、
お
ろ
し
や
煮
物
、
漬

物
、
た
く
あ
ん
な
ど
幅
広
い
料
理
法
で
食

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
全
国
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
品

種
が
作
ら
れ
て
お
り
、
重
さ
が
十
五
～

三
十
㎏
に
な
る
「
桜
島
だ
い
こ
ん
」
や
根

の
直
径
は
二
～
三
㎝
、
長
さ
は
一
ｍ
前
後

と
細
長
い「
守
口
だ
い
こ
ん
」な
ど
変
わ
っ

た
品
種
も
あ
り
ま
す
。

■
選
び
方
の
ポ
イ
ン
ト
と
保
存
方
法

　

根
が
太
く
て
重
く
ま
っ
す
ぐ
で
、
表
面

が
白
く
て
ツ
ヤ
と
ハ
リ
が
あ
る
も
の
が
良

品
で
す
。　
　
　

　

保
存
す
る
場
合
は
、
寒
い
季
節
に
は
新

聞
紙
に
包
ん
で
風
が
直
接
当
た
ら
な
い
と

こ
ろ
に
置
い
た
り
、
冷
蔵
庫
で
は
ラ
ッ
プ

に
包
み
乾
燥
を
防
ぎ
保
存
で
き
ま
す
が
、

大
部
分
が
水
分
で
す
の
で
鮮
度
が
重
要
で

す
。
お
近
く
の
直
売
所
な
ど
で
新
鮮
な
埼

玉
県
産
だ
い
こ
ん
を
手
に
と
り
、
味
わ
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

調理ばさみを使用し、一口大～粗
みじんに刻む等、対応します。

普通食

ペースト食と混ぜ合わせて食べる
等、個別の対応をします。

きざみ食（小）

さらにミキサーにかけたり、裏ご
したりします。

ペースト食

食
形
態
の
充
実
を
目
指
し
て

埼
玉
県
立
所
沢
お
お
ぞ
ら
特
別
支
援
学
校

主
任　

千
葉　

晃
央

 

「
だ
い
こ
ん
」

　
　

埼
玉
県
農
林
部　

生
産
振
興
課

野
菜
担
当　

加
藤　

由
実

給食会報　（平成２７年₁月₁日発行第１６５号）（8）
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北
埼
玉
の
伝
承
料
理
を

　
　
　
　
　
　
伝
え
ま
す
！

　

北
埼
玉
地
域
に
伝
わ
る
「
ふ
る
さ
と
の

味
」
を
地
域
住
民
に
普
及
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
平
成
二
十
一
年
六
月
、
行
田
市
・

加
須
市
・
羽
生
市
の
ふ
る
さ
と
の
味
伝
承

士
で「
美あ

味じ

の
会
」を
結
成
し
ま
し
た
。（
会

員
二
十
二
人
）

　

会
で
は
年
二
回
の
伝
承
料
理
技
術
向
上

研
修
会
を
行
い
、
会
員
個
々
で
は
小
学
校

や
公
民
館
で
伝
承
料
理
講
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

北
埼
玉
地
域
の
代
表
的
な
伝
承
料
理
の

「
い
が
ま
ん
じ
ゅ
う
」「
手
打
ち
う
ど
ん
」

「
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
」
は
好
評
で
、
食
農
教

育
活
動
に
つ
な
が
る
と
教
育
機
関
か
ら
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
全
国
で
も
珍
し
い
「
塩
あ
ん

び
ん
餅
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
塩
あ
ん
び
ん
餅
」
は
、
塩
味
の
あ
ん

こ
を
餅
で
包
ん
だ
、甘
く
な
い
大
福
で
す
。

　

昔
は
、「
塩
あ
ん
び
ん
餅
」
を
重
箱
に

詰
め
て
、
地
域
の
農
家
に
古
く
か
ら
伝
わ

る
年
二
回
の
「
お
日
ま
ち
（
春
ま
つ
り
・

秋
ま
つ
り
）」
や
「
仏
事
」
の
時
に
近
所

や
親
せ
き
に
贈
る
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。

　

砂
糖
が
貴
重
な
時
代
で
し
た
の
で
、
食

べ
る
と
き
に
少
々
の
砂
糖
を
ま
ぶ
し
て
食

べ
た
そ
う
で
す
。
家
族
で
食
べ
る
御
馳
走

で
し
た
。

Ｑ
　
埼
玉
県
産
大
豆
の
状
況
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

本
会
で
は
、
県
産
農
産
物
の
利
用
を

推
進
す
る
考
え
の
も
と
、
平
成
十
一
年
度

か
ら
県
産
大
豆
を
利
用
し
た
食
材
開
発
を

行
い
、「
彩
の
国
な
っ
と
う
」、「
彩
花
み

そ
（
白
・
赤
）」、「
彩
花
し
ょ
う
ゆ
」、「
冷

凍
ゆ
で
大
豆
」、「
冷
凍
豆
腐
」、「
乾
燥
大

豆
」、「
彩
の
国
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
っ
と
う
」、

「
冷
凍
油
揚
げ
」
の
八
品
目
を
取
扱
い
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
製
品
に
使
用
す
る
大
豆
は
年

間
で
約
百
五
十
ト
ン
が
必
要
に
な
り
ま
す

が
、
平
成
二
十
二
年
産
～
直
近
の
平
成

二
十
五
年
産
で
確
保
で
き
た
数
量
が
百
十

～
百
二
十
ト
ン
程
で
、
全
ア
イ
テ
ム
を
製

造
す
る
に
は
不
足
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

特
に
平
成
二
十
二
年
産
の
大
不
作
を
受

け
、
平
成
二
十
三
年
度
以
降
、「
冷
凍
ゆ

で
大
豆
」
と
「
冷
凍
油
揚
げ
」
に
つ
い
て

は
国
産
大
豆
に
切
り
替
え
供
給
を
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
使
用
し
て
い
る
県
産
大
豆

は
「
タ
チ
ナ
ガ
ハ
」
と
い
う
品
種
で
、
こ

の
「
タ
チ
ナ
ガ
ハ
」
は
、
平
成
五
年
に
県

の
奨
励
品
種
に
な
り
、
す
で
に
二
十
年
以

上
が
経
過
し
た
こ
と
や
、
近
年
の
異
常
気

象
等
の
影
響
も
あ
り
、
品
質
低
下
や
収
穫

量
の
減
少
が
著
し
く
、
生
産
者
数
、
栽
培

面
積
の
減
少
に
も
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

状
況
に
な
っ
て
お
り
、
学
校
給
食
用
原
料

と
し
て
の
安
定
確
保
に
支
障
が
出
始
め
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
改
善
す
る
た
め
、
県

で
は
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
、現
在
の「
タ

チ
ナ
ガ
ハ
」
に
替
わ
る
後
継
品
種
と
し
て

「
里
の
ほ
ほ
え
み
」、「
サ
チ
ユ
タ
カ
」、「
関

東
百
十
八
号
」、「
四
国
十
一
号
」
の
四
品

種
を
候
補
に
試
験
栽
培
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、本
会
で
も
、

後
継
品
種
候
補
の
「
里
の
ほ
ほ
え
み
」
と

「
サ
チ
ユ
タ
カ
」
の
２
品
種
を
使
用
し
、

代
表
的
な
製
品
で
あ
る
「
彩
の
国
な
っ
と

う
」、「
彩
花
み
そ
」、「
冷
凍
豆
腐
」
に
つ

い
て
製
品
へ
の
加
工
適
正
や
品
質
評
価
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
彩
花
み
そ
」
と
「
冷
凍

豆
腐
」
に
つ
い
て
は
、
製
品
加
工
適
正
や

味
の
評
価
は
概
ね
良
好
で
し
た
が
、「
彩

の
国
な
っ
と
う
」
の
原
料
と
し
て
は
、
や

や
粒
が
大
き
く
豆
の
食
感
も
少
し
柔
ら
か

い
、
と
の
評
価
で
し
た
。

　

今
後
、
三
年
先
の
平
成
二
十
九
年
度
に

は
「
タ
チ
ナ
ガ
ハ
」
か
ら
の
全
面
切
替
え

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
本
会

で
は
、
後
継
品
種
を
利
用
し
た
製
品
テ
ス

ト
を
重
ね
、
食
味
や
品
質
の
安
定
し
た
大

豆
製
品
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ふるさとの味伝承士
（美味の会）

町田　恒子さん（左）
遠藤千代子さん（右）

①�柔らかく煮た小豆に塩を加え、よく
練って煮詰め１２個（約６０ｇ）にわけて
丸めます。
②�もち米は、よく洗い多めの水に一晩
つけておき、ざるにあげ水を切り蒸し
て、餅をつきます。
③�お盆に片栗粉を振り、つきあがった
餅を置き、９０ｇに切り分けます。

④�餅であんこをくるみ込み、形を整えま
す。

※�ちぎって砂糖をまぶして食べると美味
しいです。また、堅くなったものは、
オーブン等で焼いてたべると香ばし
い味になります。

もち米　７００ｇ
小豆　　３００ｇ

塩�１２ ～１５ｇ
片栗粉�１００ｇ

作り方

材料（１２個分）

（9） 給食会報　（平成２７年₁月₁日発行第１６５号）
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さいたま市立原山中学校
栄養教諭　深石歩美

ア
イ
デ
ィ
ア
メ
ニ
ュ
ー

　育ち盛りの生徒達に、もっとたく
さんお米を食べてほしいという思い
から、以前より、ふりかけや佃煮を
手作りしています。大豆の華（繊維）
は、その形状から、ふりかけに向い
ていると思い、使いはじめました。

調味料の水分が程よく入るので、ふ
わっとした仕上がりになります。く
せのない味なので、生徒は大豆が原
料であることに気づきません。
　麦ご飯でも、もりもりと食べてく
れる一品です。

①�油を熱し、ごまとちりめん
じゃこを炒る。
②�大豆の華、刻み昆布を加
え、炒る。
③�三温糖を加え、しょうゆ、
みりんを鍋肌から加え、パ
ラッとするまで炒る。

大豆の華（繊維）� 1.5g
ちりめんじゃこ� 3g
いりごま（白）� 1.5g
刻み昆布� 0.3g
なたね油� 0.5g
三温糖� 0.5g
しょうゆ� 1.5g
本みりん� 1g

作り方

材料

給食会報　（平成２７年₁月₁日発行第１６５号）（10）

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
、
台
風
や

火
山
の
噴
火
な
ど
多
く
の
災
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

方
々
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
年
こ

そ
穏
や
か
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
給
食
会
で
は
、
本
年
も
引
き

続
き
、
関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
食
材
の
安
全
・
安
心
の
確
保

と
安
定
供
給
に
努
め
る
と
と
も

に
、
食
育
の
推
進
に
寄
与
し
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編

集

後

記

３学期キャンペーン
製品のお知らせ

　桃の節句の行事食として例年ご好評をいただいてお
ります「ひなあられ」と「ひな菓子」に加え、「ひし餅」、
「桜餅」、「祝大福」、「三色団子」をご用意しました。

食　材　紹　介

練り餅ではなく、つ
き餅です。もち粉・
よもぎは国産を使用
しています。

ひし餅 35g
道明寺タイプの桜
餅です。もち米・
小豆・桜葉は国産
を使用しています。

桜餅 45g
１個２０g の紅白の
大福です。もち粉・
小豆は国産を使用
しています。

祝大福 40g
もち粉・よもぎは
国産を使用してい
ます。

三色団子 30g

［カセイ食品株式会社］※自然解凍でお召し上がりください。
紹介の商品の
ご注文締切日は、
₂月６日㈮を
予定しております。

【主原料】国内産もち米及び米、醤油、
砂糖、マヨネーズ

ひなあられ［越後製菓株式会社］

ひなあられは化学調味料不使用です。
※�ひなあられつどいは添加物・表示
対象アレルゲンフリーです。

マヨネーズ、えび、青のりなどをミックスしたあられです。

１５ｇ １０ｇ ６ｇ

ひな菓子

国内産みかん缶

国産ホールトマト缶

［ヨコイ・ピーナッツ株式会社］

［岡本食品株式会社］

［カセイ食品株式会社］ ［キッコーマンソイフーズ
株式会社］

［株式会社カネショウ］

うるち米に砂糖を
からめた昔ながら
のポン菓子です。

厳選した国内産原
料を使用。フルー
ツポンチやゼリー
にお勧め。

川越芋ペースト 1㎏

すこやかなると巻 160g

チーズはんぺん
フライ厚焼き卵㊧500g(1/10カット)

スティック卵㊨600g(15g×40)

埼玉県産さつま芋
（紅赤）を使用。ス
イートポテト・きん
とん等にお勧め。

１本１本丁寧に焼きあげ、手焼きのよ
うなふんわりとした食感が味わえる
厚焼き卵です。スティック卵は手巻き
の具材としてお勧め。

汁物の具材としてお勧め。

完熟トマト使用。
一つひとつ芯取、
皮むきをしていま
す。パスタやトマト
煮込みに最適。

※価格につきましてはお問い合わせください。

【主原料】
うるち米、砂糖１．５ｇ

約 ５ｇ

『大豆の華（繊維）』を使って
手作りふりかけ


